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本商品は、カーボンニュートラル実現に向けた取組みのうち、自社削減努力を除く
①温室効果ガス排出量の可視化，③カーボンオフセット（自社残余排出量の埋め合わせ）

④取組みの開示を融資契約と合わせて一気通貫でサポートする融資商品です
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＜本商品の仕組み＞

外部提携先

①【可視化】温室効果ガス排出量算定サービス
初級コース：

直近年度のScope1・2(マーケット基準・ロケーション基準)、全ての温室効果ガスが対象であり、
世界共通基準のGHGプロトコルに準拠した算定。親会社の場合、国内子会社・海外拠点・海外子
会社を含むグループ会社など原則すべての事業所が対象です

上級コース：

直近年度のScope1・2(マーケット基準)、電気やガソリンなどのエネルギー起源CO2を対象とし、
活動量をベースに算定します。)子会社や非エネルギー起源CO2、CO2以外の温室効果ガスを含めない
ためGHGプロトコルには準拠していません

③【カーボンオフセット】カーボンオフセット手続き / 証明書発行

りそな総研にて算定した温室効果ガス排出量(マーケット基準)と融資金額×1％相当額のカーボンクレジットにて
オフセット可能な温室効果ガス排出量の小さい方を上限としてオフセット手続きを実施します。オフセットで使用
するカーボンクレジットはJ-クレジットまたはボランタリークレジットの由来別計6種類より選択いただきます。
オフセットの証明として、全てのお客さまに㈱ウェイストボックスよりカーボンオフセット証明書を発行します

④【取組みの開示】SX関連セミナー

以下①～③の3種類のウェビナーを毎月開催します（１回当たり１テーマ）
①クレジットの活用方法
②カーボンオフセットのＰＲ方法
③温室効果ガス削減事例やクレジット市場に関する最新動向

※温室効果ガス排出量算定サービスおよび
カーボンオフセットサービスは個別サービス
としてもご提供が可能です



• 本商品は信用保証協会との併用はできません

• 本商品は所定の手数料が発生します

• 弊社に断り無く本件関係者以外の方に本資料の内容を開示または本資料の提示、もしくはその写しを交付することは禁止です

• 本資料は貴社への融資・カーボンクレジットの提供をお約束するものではなく、締結には弊社所定の審査手続が必要なこと、
その会計上の適性や税効果の説明等を意図するものではありません

• 本商品の手数料は繰上返済などの如何に関わらず返却されません

• カーボンクレジットとは、太陽光設備や森林管理等、そのプロジェクトが実施されなかった場合の温室効果ガス
排出量及び吸収・炭素除去量の見通しと、実際の排出量等の差分を、国や企業等の間で取引できるよう第三者が
認証した環境価値です

• カーボンオフセットとは、自らの活動に伴い排出する温室効果ガスを認識・削減した上で、カーボンクレジット
を活用して残りの排出量を埋め合わせする自主的な取組みです

カーボンクレジット/カーボンオフセットとは？

ご留意点

本商品を活用したカーボンニュートラル実現へのイメージ

本商品のＰＲ

• どうしても削減しきれない排出量をカーボンオフセットで埋め合わせし社会全体でのカーボンニュートラルに貢献。
最終的には自社のカーボンニュートラル実現を目指します

＜全てのお客さま＞ ＜排出量を100%オフセットできたお客さま＞

カーボンオフセット証明書 りそなカーボンオフセットマーク

• 全てのお客さまがカーボンオフセット証明書を、排出量を100%オフセットできたお客さまはりそなカーボンオフ
セットマークを活用し、取組みを開示できます
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